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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、真核生物ゲノム複製の開始に必須の、高度に保存されたミニ染色体維持タンパク質（MCM）の1つです。MCMタンパク質によって形成される六量体タンパク質複合体は、複製前複合体（pre_RC）の重要な構成要素であり、複製フォークの形成や他のDNA複製関連タンパク質のリクルートに関与している可能性があります。このタンパク質とMCM2、6、7タンパク質からなるMCM複合体はDNAヘリカーゼ活性を持ち、DNA巻き戻し酵素として働く可能性があります。このタンパク質がCDC2キナーゼによってリン酸化されると、DNAヘリカーゼ活性とMCM複合体のクロマチン結合が低下します。この遺伝子は、DNA二本鎖切断の修復に関与するDNA活性化タンパク質キナーゼであるPRKDC/DNA-PKに隣接する染色体8の領域にマッピングされています。選択的スプライシング転写機能:DNA複製の制御に関与します。,類似性:MCMファミリーに属します。,類似性:1つのMCMドメインを含みます。,
	研究分野
	DNA複製;細胞周期G1S;細胞周期G2M_DNA;
	画像データ
	

	MCM4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NIH/3T3細胞およびK562細胞のライセートをMCM4抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト卵巣の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

